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ハビリスハビリス
ハビリスの名は、リハビリテーションの語源である、ラテン語の、re（再び）＋habilis（適した、ふさわしい）＋ation（状態にする）
から採ったものです。

～宮崎県身体障害者相談センター　業務のご紹介～～宮崎県身体障害者相談センター　業務のご紹介～

令和８年度　補装具（整形外科）定例判定・巡回判定のご案内令和８年度　補装具（整形外科）定例判定・巡回判定のご案内

＜主な業務＞
身 体 障 害 者 手 帳…　宮崎市を除く県内２５市町村の身体障害者手帳の認定 ・ 交付業務
補 装 具…　義肢、装具、車椅子、補聴器等の給付の要否判定
更 生 医 療…　障がいの除去、または軽減を図るための更生医療の要否判定　
リハビリテーション…　専門職員が施設等を訪問し、福祉用具に関する相談やリハビリテーションに関す 
    る助言等の実施
高次脳機能障がい…　高次脳機能障がい総合相談 ・ 支援拠点機関として、高次脳機能障がいのある 
    方やご家族等への相談支援

　宮崎県身体障害者相談センターは、 身体障害者福祉法に基づく
身体障害者更生相談所として、身体障害者手帳の交付業務、補装具
や更生医療の要否判定のほか、市町村が行う障がい福祉サービスの
給付事業に関する助言等を行っています。
　また、 脳の損傷等によって起こる高次脳機能障がいに関する相談
支援も行っています。

※判定に関するお問い合わせは、「当センタ－または、お住いの各市町村障がい福祉担当窓口」へお願いします。

　当センタ－では障害者総合支援法による補装具支給の判定を行っています。判定をご希望の方は、
事前にお住まいの各市町村障がい福祉担当窓口に申請してください。※判定は予約制になります。

令和８年　10月 14･21･28日、 11月 11･25日、 12月 2･9･16日
令和９年 　1月 13･27日、 2月 3･10･17日、 3月 10･17･24日

○判定会場・日程
日南市（日南保健所）　令和8年10月23日、 令和9年2月19日
都城市（都城保健所）　令和8年11月20日、 令和9年 1月15日、 3月12日
小林市（小林保健所）　令和9年 1月29日
日向市（日向保健所）　令和8年11月5日、 令和9年 2月25日

受付：13：45
開始：14：00巡

回

定
例

○判定会場　宮崎県総合保健センター１階整形外科判定室（宮崎市霧島町１－１－２）

受付：13：30
開始：14：00

延岡市（延岡保健所、県立延岡病院）令和8年10月6日、 令和9年 1月19日
県立延岡病院での開催時　受付13：30　開始14：00（2階脳神経センター前）



　外から見えず、 中途障がいでもある「高次脳機能障がい」。その特有の困り感は当事者や家族で
ないとなかなか理解しにくいものです。みやざき高次脳機能障がい家族会「あかり」では、奇数月の
第３土曜日の午後に、家族会会員の情報交換や障がい理解のための学びの会を開催しています。
詳しくは、下記までお問い合わせください。

今年度、第２回目となる高次脳機能障がい啓発セミナ－を下記の日程等で開催する予定です。
詳細は、11 月頃当センタ－ホームページに掲載いたします。
日時 ： 令和９年１月 23 日（土）13 ： 30 ～ 15 ： 30 
場所 ： 宮崎県総合保健センタ－５階大研修室
講演 ： （仮） その人の「生き方」にふれながら支援を組み立てる
 ～家族や支援者が地域でできること～
講師 ： 野々垣　睦美氏（特定非営利活動法人高次脳機能障害友の会ナナ
　　　　　クラブハウスすてっぷなな　統括所長 ・ 作業療法士）

高次脳機能障がい家族会「あかり」のご紹介高次脳機能障がい家族会「あかり」のご紹介

令和 8年度　第 2回高次脳機能障がい啓発セミナーのご案内令和 8年度　第 2回高次脳機能障がい啓発セミナーのご案内

高次脳機能障がい家族会「あかり」連絡先
電話：090-6421-1192　E-mail:akari.kazokukai@ymobile.ne.jp

　今回は「高次脳機能障害者支援法」についてお伝えします。
　同障がいへの支援は国のモデル事業を経て平成 18 年より「高次脳機能障害支援普及事業」とし
て開始され、普及事業から20年経過した今年4月、「高次脳機能障害者支援法」が施行されました。
　この法律は高次脳機能障がいのある方が、 どの地域でも切れ目なく必要な支援を受け、 自
立と社会参加を実現できるようにすることを目的としています。そして、 基本理念として次の４つ
が掲げられました。

　また、 国民の努力義務として「国民は、 個々の高次脳機能障害の特性、 その他高次脳機能障
害に関する理解を深めるとともに、 基本理念にのっとり、 高次脳機能障害者の自立及び社会参
加に協力するよう努めなければならない」とされています。
　当センターでは、 啓発セミナーや「高次脳機能障がいへの理解」出前講座、 高次脳機能障が
いに関する図書の貸出等も行っておりますので、この機会にぜひご利用ください。

「高次脳機能障がいへの理解」
出前講座　申込はこちらから
※お電話でのお申込みも可能です

ご相談は下記までご連絡ください。
高次脳機能障がい支援コーディネーター
TEL 0985-29-2556（平日9時30分～15時）

①自立と社会参加の機会が確保され、また、尊厳を保ちつつ他者と共生することが妨げられないこと。
②社会的障壁の除去に資すること。
③個々の事情に応じ、また、関係者の連携の下に、あらゆる段階で切れ目ない支援が行われること。
④居住する地域にかかわらず等しく適切な支援を受けられること。

参考資料 ： 厚生労働省　高次脳機能障害者支援法概要（令和 7 年法律第 96 号、令和 7 年 12 月 24 日公布）

高次脳機能障がい「シナプス」ニュースレター
高次脳機能障がいに関する情報をお届けします


